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平成３０年度 事 業 報 告 書 
 

                          認定特定非営利活動法人さわやか青少年センター  

  １ 事業の成果 

平成30年度は、青少年の人間力（自助力と共助力）育成のための事業を確実に行うとともに、社会教育団体振興協議
会、中央青少年団体連絡協議会、広がれボランティアの輪連絡会議等への積極的な参加を通じて、青少年健全育成関連
教育行政、関係団体との連携を強め、ボランティア体験学習を通じた青少年の人間力育成支援の普及を行った。 
また、オリンピック・パラリンピックに向けたオリ・パラ教育を契機として、児童・生徒にボランティアマインドの

醸成や児童・生徒が地域の一員として育つことの必要性についての理解を、各事業を通じて啓蒙することができた。 
昨年に続き受託した「東京都立特別支援学校における社会貢献活動モデル事業」では、都立特別支援学校17校の児

童・生徒が地域の施設団体の高齢者に社会貢献をするというコーディネートを通じて、多様な人々が共生する心豊かな
地域社会作りに貢献することができた。「都立特別支援学校における社会貢献活動モデル事業実践事例集」を作成し、
東京都教育庁に納入し、高い評価を得ることができた。 
 

２ 事業の実施に関する事項 

  （１）特定非営利活動に係る事業                                   （事業費の総費用【10,422】千円） 

 定款に記載
された 
事業名 

事 業 内 容 日時 場所 
従事
者 
人数 

受益 
対象者 
範囲 

受益 
対象者 
人数 
 

事業費 
(千円) 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
遊びやボラ
ンティア活
動、体験学
習等を通じ
た青少年健
全育成事業 
 

ふれあいボランティア（ＦＶ）体験学習（活動）普及・啓発事業 
1.ふれあいボランティアパスポート（ＦＶＰ）事業 
①ＦＶＰ参加校･団体数156、参加児童･生徒数41,439人。 
 ・ＦＶＰの活動記録の枠を広げ、ﾎ ﾗ゙ﾝﾃｨｱ活動の定義を追記して 

改修し、児童・生徒、指導者が活用しやすくした。 
②ＦＶ活動感想文募集  

応募(小学校13校、中学校2校、高等学校3校、1団体532人) 
ふれあいﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動大賞1人､小学生賞7人､中学生3人､ 
高校生賞3人を表彰した。感想文集1,000冊を作成配付、 
ＳＳＣﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに掲載した。 

・感想欄回収率による学校賞（表彰状）を大規模校１校、 
中規模校１校、小規模校５校に贈呈した。 

③オリンピック・パラリンピックを契機として人間力を高める
ためのＦＶＰ等活用の可能性､及び､大学生に向けたＦＶＰ作
成の可能性を図るﾋｱﾘﾝｸﾞを実施した。 

 
2.東京都立特別支援学校における社会貢献活動モデル事業受託 
・東京都教育庁より、都立特別支援学校における社会貢献活動 

モデル事業を受託し、都立特別支援学校17校の児童生徒によ 
る17高齢者施設・団体への社会貢献活動のｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄを行い、 
実践事例集にまとめ、東京都教育庁に納入し、高い評価を得
た。東京都教育庁のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに掲載予定。 

 
 
随時  
 
 
10月から 
3月まで 
 
 
 
 
 
6月12日 
8月20日 
11月27日 
 
6月から 
3月まで 

 
 
法人事務所 

 
 
法人事務所 

 
 
 
 
 
 
青山学院大学 
･國学院大学･ 
東京都教育委 
員会ﾋｱﾘﾝｸ゙  
東京都立特別支
援学校17校 
､17高齢者施
設･団体 

 
 

6人 
 
 

6人 
 
 
 
 
 
 
 

1人 
 
 
 

6人 

 
 
全国の小中高特別支
援学校･青少年健全育
成団体等不特定多数 
ＦＶＰ参加校･団体
の児童･生徒。 
感想文集配布･紹介
(ＦＶＰ参加校･主催
及び関係団体等ｲﾍﾞﾝﾄ
配付･ホームページ掲
載により不特定多数) 
 
 
 
 
東京都内特別支援学
校17校の児童･生徒､ 
17高の高齢者施設･団
体の高齢者 
他不特定多数 

 
 
41,439人 

 
 

41,439人 
 

1,000人他 
不特定多数 
 
 
 
 
 
 
 
17校×1回 
17施設×1
回全906人
他不特定多
数 

 
 

819 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

9,173 

 
 
調査･研究･
開発･提言 
事業 
 

新成人のボランティア活動アンケート調査研究事業 
・１月13日､佐賀県神埼市教育委員会の協力を得て、神埼市の
成人式会場において小中学校時代ＦＶＰに取組んだ新成人に
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動実施状況ｱﾝｹｰﾄ調査を行った。結果、新成人の
73.0％という高い割合で新成人がﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動に取り組んで
いることが分かった。ＳＳＣﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに掲載紹介した。 
（参考:平成28年度社会生活基本調査：20歳～24歳19.2％） 

 
1月13日 
 
1月から 
3月まで 

 
佐賀県神埼市 
 
法人事務所 

 

 
 
 

5人 
 

 
ホームページ掲載紹 
介にて、不特定多数 

 
不特定 
多数 

 

 

（ＦＶＰ事

業に含む） 

  
 
 
 
フォーラ
ム･講演会･
研修会･コ
ンサルティ
ング･講師
派遣等の普
及啓発事業 

スクールボランティアサミット(ＳＶＳ)事業 
・全国のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ体験学習を実施する教員・指導者等に対して
の研修会ＳＶＳ2018を開催した。（参加者115名） 
ＳＶＳ2018（第７回）の開催は､東京都奉仕･ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ教育研
究会と共催して行った。 

・ＳＶＳ2018の取組みを紹介する写真をﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ上に掲載した。 

8月8日 
9時から 

17時 
 

8月から 
3月まで 

 
東京都立文京
高等学校 
 
 
法人事業所 

 
20人 
 
 
 

1人 

 
全国の小中高特別支
援学校の教員･青少年
健全育成団体等の指
導者、一般市民の不
特定多数 

 
115人他 

不特定多数 
 

 
 

 
227 
 
 

青少年地域ボランティアサークル活動(ＳＶＣ)普及事業 
・5/31、都立稔ヶ丘高等学校においてｻｰﾋﾞｽﾗｰﾆﾝｸﾞの授業を行
い、ＳＶＣ活動普及啓発を行った。 

・6/12､11/27、國學院大学渋谷校にて科目｢ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱと社会参
加｣において１年の受講生に対してＳＶＣ必要性を交えてＳ
ＳＣの活動について講義を行った。 

・全国公民館研究集会東京大会においてﾌﾞｰｽ参加を行い、ＳＶ
Ｃをｱﾋﾟｰﾙした。 

 

 
5月31日 
 
6月12日 
11月27日 
 
11月1日 
 

 
都立稔ヶ丘 
高等学校 
國學院大学 
  同 
 
日本青年館 
 

 
2人 
 
 

１人 
 

2人 

 
都立稔ヶ丘高等学校
２年生受講生 
國學院大學渋谷校 

｢ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱと社会参加｣
講義参加者 
全国の公民館関係者 

 
80人×3回 

 
40人×2回 
 
 
1,420人他
不特定多数 
 

 
 
 

114 

 
 
 
広報事業 

                                         

広報事業 
・11/26、中小企業診断士会の研究会 1/21、広がれﾎ゙ ﾗﾝﾃｨｱの輪 

連絡会議､ 3/26､松戸西ﾛ ﾀーﾘ ｸーﾗﾌ゙ においてＳＳＣの活動を紹介し
た。 

・ＳＳＣのﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを充実しながら、上記の事業に関する情報 
発信を行った。 

 
11月26日 
1月21日 
 
3月26日 

 
八丁堀ﾊｲﾃｸｾﾝﾀー一
般社団法人日本ｿーｼ
ｬﾙﾜー ｸ教育学校連盟
研修室松戸西ﾛー ﾀ
ﾘー ｸﾗﾌ゙  

 
 
 

2人 

 
研究会参加者 
会議参加者 
講演会参加者 
他不特定多数 

 
5人×1回 
50人×1回 
24人×1回 
他不特定多
数 

 
 
89 

  



書式第１３号（法第２８条関係）

平成３０年度　活動計算書（その他事業がない場合）
認定特定非営利活動法人さわやか青少年センター

（単位：円）
科 目 金　　額 小計・合計

【Ａ】　経　常　収　益
１　受取会費 385,000

正会員受取会費 112,000 
賛助会員受取会費 273,000 

２　受取寄附金 1,537,689
受取寄附金 1,537,689 

３　受取助成金等 0
受取助成金 0

４　事業収益 9,324,080
事業収益 159,200 
「平成30年度都立特別支援学校における社会貢献活動モデル事業」受託収益 9,164,880 

５　その他の収益 39
受取利息 39 

経　常　収　益　計 11,246,808
【Ｂ】　経　常　費　用

１　事業費
（１）人件費 6,449,740

給料手当 3,050,000 
支払報酬 2,975,000 
法定福利費 424,740 

（２）その他経費 3,972,885
諸　謝　金 94,137 
印刷製本費 1,150,562 
会　議　費 7,000 
旅費交通費 222,712 
通信運搬費 393,159 
地代　家賃 1,503,360 
水道光熱費 90,979 
消耗品　費 43,051 
保　険　料 31,310 
リース　料 77,760 
諸　会　費 48,130 
新聞図書費 2,000 
租税　公課 10,000 
支払手数料 97,100 
支払寄付金 200,000 
雑　　　費 1,625 

事業費計 10,422,625
２　管理費

（１）人件費 0

（２）その他経費 29,231
印刷製本費 3,595 
旅費交通費 682 
通信運搬費 9,254 
消耗品　費 1,180 
新聞図書費 1,260 
支払手数料 13,260 

管理費計 29,231
経　常　費　用　計 10,451,856
当　期　経　常　増　減　額　【Ａ】－【Ｂ】　・・・① 794,952
【Ｃ】　経　常　外　収　益 0

固定資産売却益
過年度損益修正益

経　常　外　収　益　計 0
【Ｄ】　経　常　外　費　用 0

固定資産売却損
災害損失
過年度損益修正損

経　常　外　費　用　計 0
当　期　経　常　外　増　減　額　【Ｃ】－【Ｄ】　・・・② 0
税　引　前　当　期　正　味　財　産　増　減　額　①＋②　・・・③ 794,952

法人税、住民税及び事業税　・・・④ 0
前期繰越正味財産額　・・・⑤ 2,042,736

次　期　繰　越　正　味　財　産　額　③－④＋⑤ 2,837,688

事 業 報 告 用



書式第１５号（法第２８条関係）

平成３０年度　貸借対照表
認定特定非営利活動法人さわやか青少年センター

(単位：円）

科 目 金　　額 小計・合計
【Ａ】　資　産　の　部

１　流動資産
3,079,202

現金預金 2,124,341
青少年人間力育成事業用預金 900,213
前払費用 54,648

流動資産合計　・・・① 3,079,202
２　固定資産

（１）有形固定資産 0
　
　

（２）無形固定資産 0
　
　

（３）投資その他の資産 500,000
敷　金 500,000
　

固定資産合計　・・・② 500,000

【Ａ】資　産　合　計　①＋② 3,579,202

【Ｂ－１】　負　債　の　部
１　事業費流動負債

241,514
未払金 230,427
預り金 11,087

流動負債合計　・・・③ 241,514
２　固定負債

500,000
長期借入金 500,000
 

固定負債合計　・・・④ 500,000
負　債　合　計　③＋④ 741,514
【Ｂ－２】　正　味　財　産　の　部

前期繰越正味財産額 2,042,736 　
当期正味財産増減額 794,952 　

正　味　財　産　合　計 2,837,688

【Ｂ】　負　債　及　び　正　味　財　産　合　計　【Ｂ－１】＋【Ｂ－２】 3,579,202

事 業 報 告 用


